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令和7年度　改善実施状況報告書【 国際 】

計画の

実施状況

令和7年10月 「日本人学生の海外派遣の拡大」「優

秀な外国人学生の増加」については、

スーパーグローバル大学創成支援事業

による財政支援が令和5年度で終了し

たことから、目標の継続的な達成のた

め限られた予算のより効果的・戦略的

な活用が必要となる。

JASSOの海外留学支援制度等におい

て、スーパーグローバル大学創成支援

事業の採択大学には、重点政策枠によ

る奨学金が措置されていたが、事業終

了に伴い、措置を受けられなくなる。

令和8年度学長裁量経費（国際力強化

事業）の効果的・戦略的な活用を図

り、日本人学生の海外派遣について全

学で一元化し、効果的・戦略的な活用

を行う。加えて、新たな外部資金の獲

得に向け、大学の世界展開力強化事業

への申請を関係部局と連携して行う。

グローバル推進機

構

令和7年10月

改善を要する点

改善計画 計画の実施主体 備考

グローバル推進機

構

「ダブル・ディグリー・プログラム

（DDP）」による交流学生数は目標値

に達していない。本学からのDDP学生

派遣を増加させるため、今後、学内で

の周知の強化や奨学金等の経済的支援

の充実を検討する必要がある。

本学からのDDPによる学生派遣が行わ

れておらず、DDPによる受入れも十分

とは言えない状況であるため、交流学

生数が目標値に達していない。

両方向の学生交流が見込まれるDDPの

開発を進めるとともに、令和8年度学

長裁量経費（国際力強化事業）を効果

的・戦略的に活用し、DDPによる学生

派遣に対する経済的支援等を検討す

る。また、海外オフィス等を通じた広

報活動を行う。


